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 精 研 式 文 章 完 成 法 テ ス ト(SCT)を 開発 して か

ら30年 近 くの年 月 が経 過 した 。永 年 ，SCTに よ

るパ ー ソナ リテ ィ診 断 や ， 診 断 法 の 教 育 訓練 を続

け て い る と， 訓 練 効 果 が 高 い こ と も分 か るが ， そ

れ と同 時 に ，評 価 と評 価 者 の パ ー ソナ リテ ィ属 性

との 間 に 興 味 あ る関 係 の あ る こ とが 経 験 的 に分 か

る よ うに な って き た 。 この 問題 に 関 して は， 我h

もす で に い くつ か の報 告 を行 っ て い るが ， こ こ で

も う一度 ， 慶 応 義 塾 大 学 産 業 研 究 所 主 催 の， 企 業

人 事 担 当者 を対 象 と した，SCTセ ミナ ー の評 価

デ ー タ を用 い て， 検 討 を 重 ね る こ とに した い 。

 な お， 当報 告 の一 部 は 日本 心 理 学 会 第56回 大

会 に お い て発 表 され て い る(伊 藤 ら，1992)。

1. パ ー ソ ナ リ テ ィ

 パ ー ソナ リテ ィの捉 え方 に は さま ざま な立 場 が

あ るが ， 我hは ， 実 際 に把 握 し よ う とす る観 点 か

ら， 次0')よ うに捉 え る こ とが 可 能 で あ ろ うと考 え

て い る。

 「個人は物理的 ・社会的 ・文化的環境 の中に 住

み，それらの影響を受けながら，しかもまた，そ

れらに対 してある影響を与えてい く1つ の存在で

あ る 。そ して ，環 境 に 住み な が ら環 境 に影 響 を あ

た え てい く， そ の よ うな個 人 の統 一 体 を パ ー ソナ

リテ ィと見 る こ とが で き る。 そ の統 一 体 の主 な生

理 的 ・神経 的 基 盤 は大 脳 に あ る。す なわ ち， 大 脳

は有 機 体 の 行 動 の統 一 の所 在 で あ り， 感 情 ・意 識

葛藤 ・決 断 な どの座 で あ る。 ゆ え に， パ ー ソナ リ

テ ィは大 脳 に局 在 され る。 しか しま た， 大 脳 の究

明 が 生理 学 的 に可 能 に な った と して も， そ れ は パ

ー ソナ リテ ィの個 体 的(COnStitUtiOnal)な 素 材 で

は あ っ て も， パ ー ソナ リテ ィそ の もの で は な い。

また ， 我 々は 直 接 的 に は 大 脳 に お け る生理 的 過 程

を 見 る こ とは で きな い が ， 統 一 体 と して の パ ー ソ

ナ リテ ィの 構 造 は そ の 個 人 の 言 語 や 行 動 に よっ て

知 る こ とが で き る 。 こ こに 心理 学 の対 象 が 存 在 す

る 。ゆ え に ， 心理 学者 の究 明す る対 象 は あ くま で

パ ー ソナ リテ ィそ の もの で あ る
。 そ して， パ ー ソ

ナ リテ ィ とは そ の個 人 の生 まれ てか ら死 ぬ ま で の

一 続 き の系 列(人 生)で あ る
。す な わ ち ， パ ー ソ

ナ リテ ィの歴 史 が そ の ま ま パ ー ソナ リテ ィそ の も

の で あ る と考 え られ る(Kluckhohn
， Murray&

Schneider (1953))

 パ ー ソナ リテ ィを こ の よ うに 捉 え る と， まず 問

題 とな る のは ， そ れ を い か に把 握 す るか とい う こ
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点線の如 く，パ ーソナ リテ ィは発達 してい く。 それにつれてパ ーソナ リテ ィ構造

は分化 し，その中に種 々な領域を 生み出す。それ らの統一体 としてパ ーソナ リテ

ィは考 えられ る。 このような漸 進的な発達 過程を幾つかの エポ ックに切 って， そ

の時期を象徴的に同一 レベル と して把握す るのが実際 には便利 である。実線 はそ

のような各時 期の漸進的 な発達 を無視 して，幾つかの段階に した ものを示す。

       図1-1 パ ー ソ ナ リテ ィの発 達 過 程

とで あ る 。そ のた め に は ，構 造 や機 能 が分 化 ・成

長 して い くパ ー ソナ リテ ィの発 達 段 階 を い くつ か

のエ ポ ッ ク(た とえ ぽ ，幼 児期 ・少 年 期 ・青 年 期

な ど)に 切 り， そ の 横 断面 を捉 え るのが 適 当 で あ

ろ う。そ して ， そ の よ うな エ ポ ックご との横 断 面

の総 和 と して パ ー ソナ リテ ィを 捉 え る こ とが ， 発

達 段 階 を軽 視 せ ず に パ ー ソナ リテ ィの把 握 を 可 能

にす る。こ の 点 を 図式 化 した も のが ，図1-1で あ

るo

 次 の問 題 は ， こ の横 断 面 を ど の よ うに 捉 え るの

が 最 も適 切 で 実 際 的 か とい うこ とで あ る 。槇 田 ら

(1990)は ， 図1-2に 示 す よ うな パ ー ソナ リテ ィ

の シ ェマ を あ げ て い る。

 パ ー ソナ リテ ィの 横 断 面 は ， 以下 に の べ る よ う

な4つ の 側 面(modality)と3つ の 決定 要 因 に よ

って 捉 え るの が適 当 で あ ろ う。 もち ろ ん， これ ら

の側 面 や要 因 は互 い に独 立 して存 在 して い るわ け

で は な い 。 ただ 一・応 ， こ の よ うに 分 け て捉 え る の

が ， パ ー ソナ リテ ィを 把 握 す る上 で ， 実 際 的 で は

な いか と考 え てい るわ け で あ る。

 第 一 の側 面 は ， 能 力 的 側 面 で あ る 。知 能 ，精 神

的 分 化 度 ， 見 通 し，評 価 の 客 観 性 ，判 断 力 な どが

これ に 当 た る。

 第 二 は ，情 意 的側 面 で あ る。気 質 と性 格 を総 合

した ，S・Z・E・H・Nと い っ た基 本 性 格 類 型 ， 意 思

作 用 な どが これ に あた る。

 第 三 は， 指 向的 側 面 で あ る 。人 生 観 ・価 値 観 ・

生 活 態 度 ・キ ャセ クシ ョン ・興 味 ・関 心 な ど， そ

の人 の トー タル 。パ ー ソナ リテ ィが 指 向 して い る

側 面 ，「個 人 が 価 値 を お い てい る も の」を と らえ た

部 分 で あ る。

 第 四 は ， 力 動 的 側 面 で あ る。欲 求不 満 ・ス トレ

ス ・葛 藤 ・コ ン プ レ ックス な ど， 内面 生 活 の 「安

定一 不 安 定」 の度 合 い を と らえ た もの で あ る。

 この よ うな 「現 在 」 の パ ー ソナ リテ ィの 内容 を

決定 づ け る過 去 の要 因 と しては ， 個 体 的 要 因 ・家

庭 的 要 因 ・社 会 的 要 因 の3つ が 考 え られ る。 これ

らは パ ー ソナ リテ ィの 内容 そ の も ので は な い。 し

か し， パ ー ソナ リテ ィの 内容 だ け を追 求 して も，

ど う してそ の よ うな パ ー ソナ リテ ィ構 造 を持 つ よ

うに な った のか を 究 明す る こ とは で きな い 。決 定

要 因 は ， パ ー ソナ リテ ィの形 成 過 程 を考 え る上 で

ど うして もお さえ て お か な けれ ば な らな い 要 因 で

あ る。

2.精 研式文章完成法 テス ト(SCT)

 我 々 の行 う パ ー ソ ナ リテ ィ診 断 の 目的 は ， 図

1-2に あ る よ うな シ ェマ を 知 る こ とで あ る。 しか

し， こ の よ うな シ ェマ のす べ て を た だ1つ の テ ス
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  黒い部分はそのテストがおもにねらった範囲，斜線部分はある程度

  調べうる範囲，臼い部分は調べにくい範囲を示す。

図1-2パ ー ソナ リテ ィの シェマとテス トバ ッテ リー

トで 知 る こ とは 不 可 能 で あ る 。そ こで ， 各 テ ス ト

の特 性(ど こを 調 べ るの に一 番 適 して い るか)，適

用 限 界(ど ん な年 齢 の人 に適 用 した ら よいか ， こ

の テ ス トをす るに は ど の程 度 の知 能 が 必 要 か ，等)

を よ く知 っ た上 で， 最 も調 べ る のに 感 度 の よい テ

ス トを逐 次 行 う よ うに しなけ れ ば な らな い。

 我hは そ の ため に 慶 応 式 テ ス トバ ッテ リーを 構

成 し， パ ー ソナ リテ ィ診 断 を 行 うこ とに して い

る 。慶 応 式 テ ス トバ ッテ リーは ，

  ・精 研 式 文章 完成 法(SCT)

  ・Who Am I技 法(WAI)

  ・基 本 生 活 領 域 診 断 技 法(DOSEFU)

  ・絵 画 空 想 法(PRT)

な どか ら構 成 され る テ ス トバ ッテ リーで あ る 。図

1-2を 見 る と分 か る よ うに ， 各 テ ス ト， そ れ ぞ れ

狙 う領 域 や 診 断 の深 さな どが 異 な って い る。

 精 研 式SCTは ， 著 者 らの 開発 した 投 影法 の一

種 で あ る(SCT研 究 会 ，1986； 佐 野 ・槇 田，1968；
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佐 野 ・槇 田，1972)。 通 常(必 要 な と きは ，知 能 テ

ス トや ，INVを 行 うこ と もあ るが)最 初 に 施 行

して，全 体 像 を 把 握 す る のに 用 い る 。図1-3の よ

うに， 書 きか け の文 章 が 載 って お り， 自由 に 文 章

を 完成 させ る技 法 で あ る(Part I：1～30， Part

II：1～30， 計60問 ，4ペ ー ジ構 成)。 成 人 用 の ほ

か ， 中学 生 用 ， 小 学 生 用 が あ り， パ ー ソナ リテ ィ

の 内容 と決 定 要 因 が 全 体 的 に 広 く浅 く分 か る。 簡

単 な 割 に は 全 体 像 が つ か め て便 利 な た め ， 採 用 試

験 ， 能 力 開 発 な どに も広 く用 い られ て い る 。ただ ，

使 用 で き る よ うに な るた め に は か な りの 熟 練 を 要

す る 。そ の た め に ，事 例 集(佐 野 ・槇 田，1968)が

作 成 さ れ ， 慶 応 義 塾 大 学 産 業 研 究 所 主 催 の 研 修

(短期 入 門 コ ース ，半 年 コ ー ス，1年 コー ス)も 行

わ れ て きた 。

 診 断 方 法 の 実 際 に つ い て は ， 「1.4.SCTに よ

るパ ー ソナ リテ ィ診 断 」 の所 で 改 め て述 べ る こ と

にす る。

3.SCTセ ミ ナ ー

 SCTに よ るパ ー ソナ リテ ィ診 断 の 際 に 最 大 の

隘 路 とな るの は 評 価 者 の育 成 の 問 題 で あ った 。

SCTの 評 価 方 法 に つ い て は評 価 者 の熟 練 に待 つ

とこ ろが 大 きい 。 こ の点 に つ い て の 要 望 に 応 え る

も のが ， 事 例 集 で あ り， 研 修 で あ った 。事 例 集 は

1968年 に刊 行 され ， また ，1967年 以 降 ， 産 業 研

究 所 に お い て 人 事 関 係 の中 堅 管 理 者 を 対 象 に して

SCT評 価 の セ ミナ ーが 開催 され る よ うに な っ た 。

1970年 前 か ら1980年 代 後 半 まで 行 わ れ た1年 コ

ー スの 研 修 の 内容 は 表1-1の よ うな もの で あ る

(最近 は，短 期 コ ース や半 年 コ ース が主 流 で あ る)。

 この 日程 を 見 れ ぽ 分 か る よ うに ，SCT診 断 に

必 要 な 基 礎 知 識 を 習 得 し， 実 際 の評 価 の や り方 を

お もに10代 ，20代 の 男 女 の ケー ス を 中心 に体 得

させ るの が前 期 ゼ ネ ラル コー ス の 目的 で あ り， こ

の 時 の教 材 は既 刊 の事 例 集 を用 い る。 この コー ス

の 受 講 資 格 は ，5年 以 上 の 実務 経 験 を有 し，2～3

年 以 上 人事 ・労 務 ・教 育 関 係 の業 務 にi携わ っ た経

験 の あ る者 で あ る。 多少 の 例 外 もあ るが ， 受 講 者

の 大 部 分 は この条 件 を満 た した者 で あ り，30代 ，

40代 が 大 半 で あ る。
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表1-1SCTセ ミナ ー 講 座 日程

コー ス  セ ッシ ョン 授 業 内 容

 

ス

ル

一

ラ

コ

ネゼ

i㌫¥㍊ 羮垂騨)(瓶 代後糊 、1ケ.。、

茸 具三殍 驛 櫞'、 自習激 材熱

1塁 躍 髏齢 ；20代 後㌻男(2ケース)

； §ε瑠 鰲 齢 ；響 。予習

9
10
1111灘lili 20代後1男(6矧

後期専門

 コース

§ §ε覊 纛翠謡)(謝 代後糊(10ケ ー幻

恚 1き甼鐸黷 喜ilも)ll簡 鵜18多=x；

拿 §ε攤 谿9譜8袋 前蚩女器 ；=麦；

.is … 一三彑 璽 実習(13)10代 女.≦里 一至)

1 §ε甼譯髏薯i膿 齔=麦 鵝ll多=鬚
3   SCTS価 実習(3)模 擬入試ケース(約20ケ ース)

疂 §ε攤 実暑1葦)(2旦ζ誥 。ケ.ス)
6  企業への応用(講 義)

7  SCT評 価実習(5)

8   SCT評 価実習(6)

9   SCT評 価実習(7)

10   SCT評 価実習(8)

11   SCT評 価実習(9)

12  認定、コメント

認定ケース1(10代 後半
の男女10ケ ースずっ)

認定ケース皿(20才 以上

の男女10ケ ースずっ)

認定ケース匱(20才 以上
の男女10ケ ースずつ)

認定ケース1V(20才 以上
の男女10ケ ースずつ)

認定ケースV(20才 以上
の男女lOケ ースずつ)

 後 期 セ ミナ ー の受 講 資 格 は ， 前 期 終 了 の上 ， 事

例 集 の全 ケ ー ス(約400ケ ー ス)を 自習 した 者 に

限 られ る 。後 期 の 目的 は ， これ ら有 資 格 者 に ， 特

殊 ケ ー ス(特 殊 な パ ー ソナ リテ ィ， 生 活 歴 な どを

持 つ ケ ー ス)，映 画 ケ ース(ケ ー ス の面 接 場 面 を8

ミリ映 像 でみ せ る も の)，模 擬 入試 ヶ一 ス(就 職 試

験 を想 定 し， ケ ー ス の書 き手 が 受 講 者 と直 接 面 接

す る も の)な どを 用 い て ， さ らに 評 価 に 習 熟 させ

る と 同時 に ， そ の習 熟 の度 合 い を 認 定 し， 認 定 書

を 授 与 す る こ とに あ る 。セ ッシ ョン7～11が そ の

認 定 用 の ケ ー スで あ る 。そ して ， この成 績 に よ っ

て 認 定 書 が 授 与 され る。

 当 報 告 は ，1974～1984年 の受 講 者126名 の 認

定 ヶ 一 スデ ー タを 分 析 した もの で あ る。

4.SCTに よ るパ ー ソナ リテ ィ診 断

 SCTセ ミナ ーに お け る パ ー ソナ リテ ィ把 握 の

実 際 を 以下 に説 明す る。
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図1-4 SCTセ ミナー用評価用紙

 SCTを 用いたパーソナリティ診断 にはいろい

ろな方法が考えられる。60の完成された文章をよ

く読んで，その人な りのイメージを持つとい うの

も1つ の方法である。これは誰にでも出来る方法

であ り，この手軽さがSCTの 利点の1っ とも考

えられる。しかし，評価の正確 さについては置 く

としても，複数のケースを読み，それを資料 とし

て活用す るためには，評価のための何らかの枠組

みが必要 とされるであろう。

 SCTに は，図1-2に 示 したパーソナ リテ ィの

内容と決定要因について自由にコメン トが書き込

める評価用紙が用意 されている。いろいろな目的

に用いられるSCTの 多用途性に鑑み，自由度を

多 くした評価用紙を添付 しているわけである。

 しか し，SCTセ ミナーでは， 目的が限定され

ているので，さらに定式化した評価用紙を用いて

評価を行っている。セ ミナー用の評価用紙のイラ

ス トを図1-4に 示す。評価用紙は，記入欄が各 ケ

ース2段 になってお り，1枚 に10ケ ース分が書

き込める。上段にはい くつかの項 目について記号

やカテゴリーで記録する欄が設けられ，下段には

その他の気づいた特記事項がメモできるようにな

っている。

 以下，特に，ポイントになる上段の項 目につい

て説明していく。

 (1) di鉦.

 パーソナ リティの内容 の うち，能力的側面 を

代表 させるために設 けた項目で， 精神的分化度

(mental differentiation)の 省 略 型 で あ る 。

 時 間 的 ・空 間 的見 通 しの よ さ，洞 察 力 ， 自己や

環 境 評 価 の客 観 性 ， 判 断 力 な どを総 合 した， 知 能

よ りもさ らに ， 実 際 の 「適 応 」 に きい て くる知 的

能 力 の指 標 で あ る。

 知 能 と 同 様 の 分 布 を して い る とい う想 定 の も

と， 原 則 的 に ，低 い方 か ら順 に ， 一 一 ・一 ・± ・

+・++の5段 階 で 評 価 を 行 うこ とに して い る

が ， 熟 練 して くる と， そ の 中間 ， さ らに そ の中 間

とい った 評 価 をす る場 合 も あ る 。例 えば ， ±～+

は ± と+の 中 間 ， ±～ は ± と ±～+の 中 間 ， ～ ±

は 一～ ± と ±の 中 間 とい った具 合 い で あ る。

 (2)type

 情 意 的側 面 を 代表 させ るため に設 け た項 目で あ

り， 基 本 性 格 類 型 を記 入 す る。 よ り先 天 的 要 素 の

多 い 「気 質 」 と して ク レ ッチ ー7一一， シ ェル ドンの

3類 型 ， そ れ に 彩 りを添 え る もの と して ， 後 天 的

要 素 も加 味 され た 「性 格 」 の2類 型 を も とに ， 基

本 的 な 類 型 を 大 文字 で ， それ に準 ず る もの は 小文

字 で表 す こ とに して い る。

 基 本 性 格 類 型 の解 説 を表1-2に 載 せ る 。上 の3

っ ，S・Z・Eが 気 質 の3類 型 で あ る。下 の2つ
， H

とNが ， そ れ に 彩 りを 添 え る よ うな 性 格 の2類

型 で あ る。

 基 本 性 格 類 型 は ， 気 質 の3類 型 が 基本 に な るの

で ，Z， Seの よ うに 記 入 す る 。そ れ にHやNが

加わ れ ばZH， SeNhの よ うに な る 。 しか し， H

やNも 非 常 に 強 くな る と気 質 を 押 し隠 して 基 本



表1-2基 本 性格類型

 一一星 =='望胃躍'麝'皿盟望豐題卩魍一 sorac'冊 」ヲP饗●冨`躍=r望璽P皐；”・』r璽r』r璽・齋・璽鬯y」r雪』靨貯・躍r・
S： 分裂性気質1痩 せ型

内閉性……関心は自分自身の内面に向けられ、外に対しては比較的関心がな

   い。自分の世界を持っており.一 人でいても寂しくない。エネルギ   
ーはもともとあまりある方ではない。自分自身の考え方を持っ

  →非社交性、孤独性、冷たさ、自我の強さ、利己的、空想性、思考性両面性
…… 「敏感」と 「鈍感」の共存。敏感な面には少し触れられただけで

   も鋭 く反応するが、鈍い面には土足で踏み込まれても平気でいる  
→辛らっ、繊細、過敏、鈍麻、無関心、ぐず、不精

 精神的分化度の高い人は、理論的に鋭い考え方のできる人が多い。いったん心を開くと
、豊かな内面性を見せてくれる。

 精神的分化度が低くなると、S特 有の鋭さはなくなり、内面も乏しく、グズと
いわれるような性格になってくる。

Z： 循環性気質 ：肥満型

同調性……人々と共に生き、開放的である。周囲に同調するタイプ。エネル

   ギー量が比較的多く、スタートダッシュ型。 「食う ・寝る ・遊ぶ」  
y社 交的、融和性、現実性、大まか、不注意両極性
……元気で働いていたかと思うと、理由もなくしょんぼりしたり、気

   分や感情に長周期の波がある

  →快活、陽気、おしゃべ り、憂欝、無口

精神的分化度が高い人は、回転の速い頭の働きをし、活動的で、生きてい
る現実の間題を追いかけるのが好きである。
低くなると、オッチョコチョイで、自分の感情や目先のことで行動する。

E： 粘着性気質 ；筋肉質

粘着性……こつこっと粘り強く、几帳面で、物事に熱中する。出足は遅いが

   、一度走り出すといつまでも走り続けるエネルギーを持っている。   社会通念や規律
に従い、馬鹿正直で、頑固な面がある

  →執着性、非融通性、根気強さ、几帳面爆発性
……ぎりぎりまで粘る反面、急にカッとなる爆発性を持っ。いったん

   怒り出すとあとを引くことも多い
  →興奮性、蓄積性

 精神的分化度の高い入は、礼儀正 しく、社会常識に富んでいる。緻密な頭を持ち
、手堅く粘り強く仕事を進める。

 低くなるにしたがって、爆発の傾向が強まる。
  一carasaxa』 皿屈 躍 蠅瞑一'一   s一.蕭 一'■r・量 聴 皿 竃r巫r皿 四r皿.』r裾陰郡 ■r冨=r躍 陰・

 . 』『卩鬯s.皿 「=凵劉「需・」==蜀霊「諡『置，慨 s=_.=?=詈=頌 毋=冨r凅r彈=r2=緊罧P罧，=詈鷺=一懼?・
H： ヒス テ リー

顕 耀性… …自 己顕示欲 が強 く、自分 を良 く見 せ ようとす る傾向 。

  → 自己顕 示、虚栄 、勝気 、派 手好 き、人気取 り、 くや しが り、 他罰的小 児性
… …社会 化が十分 でな く、わ がま ま、無 反省 、移 り気と いった未 成熟

   な感情 を持 ったま ま大 人に なる傾向

  Hわ が まま、移 り気 無反 省 、好 き嫌 いが激 しい、被 暗示性

N： 神経質

劣等感……自分に自信が持てず、弱気。過度に考え込んでしまう場合がある
不安定性…疲れやすく、長続きせず、あきらめやすい

  →心気性、自罰的、弱気、取り越 し苦労、劣等感、作業不全、強迫的
 ■雷=一 露'一・三黜 『'.一畑=『 乳想 匣「罪 距=瞭'7「 Ψ「コヒー'..響r_一-.躍r一.   .・臨 写 ；-ez一一zr

類 型 と して前 面 に 出 て くる こ とが あ る 。 こ う した

場 合 に は ，H， Nsな ど と表 す 。

 さ らに， 混 合 型 やdiff.が 低 くて基 本 性 格 類 型

が見xな い よ うな場 合 に はM(miscellaneous)と

表 記 す る。

 ま た， 精 神 病 質 ， 異 常 性 格 ， 精 神 病 な ど の ケ ー

ス では ，P(Psychotic)と 表 す こ とに な って い る。

 (3) gelt.(G)

 顕 耀 性(geltungsbediirftige： 略 して 「G」)の

程 度 を3段 階 に 評 価 す る。

 普 通 程 度 を ±， 少 し強 い 程 度 を+， 相 当 強 い 程

度 を++と して表 す 。 これ もdiff.同 様 中 間 の評

価 が 現 れ る。

 (4) H

 顕 耀 性 と小 児 性 を総 合 した ヒ ステ リーの 程 度 を
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3段 階 に 評 価す る。 評 価 符 号 は(3)と 同様 で あ

る。

 (5)N

 神 経 質 の程 度 を3段 階 に 評 価 す る 。評 価 符 号 は

(3)と 同様 で あ る。

 (6) ever.

 ケ ー ス の持 っ て い る エ ネル ギ ー の程 度 を5段 階

に評 価 す る 。評 価 符 号 はdiff.と 同様 で あ る。

 (7)採 否

 採 用 試 験 用 のSCTと して ケ ー スを 評価 した場

合 を想 定 し， 採 用 す るか ，不 採用 とす るか を ，受

講 者 に 尋 ね た 。5段 階 に 評 価 し， 採用 の場 合+以

上 ， 不 採 用 の場 合 一以下 ，判 断 が つ きかね る場 合

± の評 価 をす る よ う求 め た。

 槇 田 は ，精 研 式SCTの 解 説 書(佐 野 ・槇 田，

1972)の 中 で ，1970，1971年 のSCTセ ミナ ー受

講 者42名 の デ ー タを 分 析 した 。そ して ，diff.に

つ い て は ， か な り高 い正 答 率 が得 られ たが ， 評 価

が 辛 め に 偏 り， ま た ，時 間 を追 ってや や 正 解 に収

れ んす る 訓 練 効 果 が 見 られ た こ とを 報 告 して い

る 。また ，typeに つ い て は ， diff.ほ ど高 い正 答

率 が 得 られ な か った こ とを報 告 して い る。

5.評 価 と評 価者 パ ー ソナ リテ ィの関係

 Allport(1961)は ， 良 い評 価 者 の資 格 と して，

次 の9つ の条 件 を あ げ て い る。

1)

2)

3)

4)

)

)

)

)

尸
0

ρ
0

7
8

8

)9

人間性に関す る豊富な経験

被評価者 との共通の体験

優秀な知能

複雑なパーソナ リティ了解のための認知の

複雑 さ

正確な自己認知

社会的折衝の熟練 と情緒的適応性

全体を見通すことのできる超然さ

対象の構造における均衡 ・調和に関心を持

つ美的態度

人間の内面性に関心を示す内面感受性

 パ ー ソナ リテ ィ把 握 の際 に これ らの 条 件 ， 特 に

性 格 や 知 的 能 力 が ど の よ うに 働 い て い る のか ， 我
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hは 過去 にいくつかの実験 を行って検討 してき

た。

 精 研 式SCTを 用 い て評 価 者 の 問題 を検 討 した

曾 野(1971)は ， 評 価 の正 解 率 が 気 質>diff.>H

の順 で あ る こ と，Eの 評 価 者 は他 の気 質 の評 価 老

に 比 べ て 他 老 の パ ー ソナ リテ ィ 把 握 が 苦 手 な こ

と，Hが しば しばdiff.の 高 さ と混 同 され る こ

と，Eの 評 価 者 とdiff.の 低 い評 価 者 は 特 にH

の判 断 が 難 しい こ とな どを 報 告 して い る。

 また ， 槇 田 ・櫃 田(1971)は ，顔 写 真 を用 い た

印象形成実験において，評価者 と被評価者の気質

が類似している場合に気質認知の成績が最 もよい

こと，粘着気質の評価者の成績が悪いこと，被評

価者に対す る好感度は，Z>E>Sの 順であるこ

とを明らかに している。

 さらに， ビデオ映像を用いて印象形成実験を行

なった伊藤 ・槇田(1990)で も，Sの 被評価者が

他の気質の被評価者 と明らかに異なって印象形成

されること，Sの 評価者がSの 被評価者に高い好

感度を持つことなどが報告されている。
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1.評 価者

 既 に述 べ た よ うに， 慶 応 義 塾 大 学 産 業 研 究 所 に

お い て， 人 事 ・労 務 ・教 育 関 係 の中 堅管 理 職 を 対

象 に ，1967年 よ り行 わ れ て い るSCTセ ミナ ー の

受 講 老 を評 価 者 と した 。今 回 は， 研 修 の 内容 が 定

式 化 され た1974年 ～1984年 の後 期 専 門 コー ス の

受 講 者 の 中 か ら，認 定 ケ ー ス70ケ ー ス以 上 を評

価 した者 ，126名 を評 価 者 と して選 択 した 。評 価

者 は ，1名 を除 い て 男性 で あ る。

 そ して， 評 価 者 のdiff.とtypeに つ い て， 事

前 に 収 集 して あ るSCT， セ ミナ ー中 の 印 象 な ど

を 手 が か りに ， 「1.4.SCTに よ るパ ー ソナ リテ

ィ診 断 」 に 書 い て あ る方 法 で 評価 した 。

2.刺 激

 評 価 対 象 とな るSCT刺 激 は ， 後 期 専 門 コ ー ス

の認 定 ケ ー スで あ る 。 これ は16～50歳 まで の 男

女 各50ヶ 一ス ず つ ，計100ヶ 一 スで 構成 され て

い る。

 刺 激100ヶ 一 ス の 内訳 を 表2-1か ら2-4に 示

す 。

表2-1刺 激 内訳(dill./type： 全 体)

十十～十～±～±±±～≦f
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表2-2刺 激 内 訳(dill./type： 男/女)

diff≦ ～ ±  ±

type＼
±～ ±～+～+ +  +～+～++ ～++ ++ 合計

S      3/0    0/2    0/1    0/2    1/2
Se O/0 0/1 1/0 1/0 0/1
SE 1/0 1/t O/1 0/1 1/O
Es O/! !/2 0/0 0/1 !/O

E_____0/0___0/t___4f3___1/2____0/0
Ez O/0 0/0 0/0 0/0 1/l

E7_ 0/1 0/0 1/0 0/1 0/O

ZeO/10/10/0 0/00/O

ZI/01/11/13/20/0

他    1/l  l/0  1/0  0/0  董/0

1/O

o/o
o/o
l/O

t/o
0/1
1/1
0/a
o/o

o/o

0/O   l/O   t/0   2/0   9/  7

盈/1  量/2  0/0  0/0  4/5

2/1    1/0    0/0    0/2    6/  6

0/2 0/1 0/1 0/0 3/8

2レ弖0  .   2∠2.一__Ω∠P一_._q∠9.一」_q、∠_8
0/1  0/0 0/0 0/0 且/3

0/1  0/0  0/0  0/0  2/4

1/O    l/1   0/0    0/0    2/  3

1/0  2/0  0/0  0/0  9/4

0/0   0/1   0/0   0/0   4/ 2

合言十    6/4   4/ 9  8/6    5/9   5/4   4/z   7/6   8/7   1/1   2/2  50/50

表2-3刺 激 内訳(G・H・N3全 体) 表2-4刺 激 内訳(G・H・N=男/女)
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 表2-1は100ヶ 一 スを ，diff.とtype要 因 で

ク ロス集 計 した もので あ る。そ れ を 男 女 別(男/女)

に 分 け た もの が 表2-2で あ る 。

 表2-3は100ヶ 一 ス のG，H，Nの 度 合 い を

集 計 した もの で あ る 。 また ，それ を 男 女 別(男/女)

に 分 け た もの が 表2-4で あ る 。

 これ らの表 を見 る と ケー スが あ ま り偏 りな く分

布 して い る こ とが 分 か る。た だ ，Gだ け は ± の も

のが 多 い よ うで あ る。

3.評 価 デー タの内容

 評 価 者 は， 認 定 ケ ー ス を， 前 章 の 「1.4.SCT

に よ るパ ー ソナ リテ ィ診 断 」 に 書 い て あ る方 法 で

評 価 して い る 。 こ こで は ， これ らの評 価 デ ー タの

中 か ら，diff.， type， G， H， N， 採 否 に関 す るデ

ー タを取 り出 して分 析 す る こ とに した
。

 実 際 に は， 評 価 デ ー タ と著 者 らの判 定(正 解)と

の ズ レの数 値 や 正 答 率 を 算 出 し，3つ の 条 件 ， 即

ち ， 「刺 激 の性 差 」 「評 価 者 のdill.」 「評 価 者 の

type」 と組 み 合 わ せ るこ とに よっ て， 分 析 を進 め

た わ け で あ る。
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表3-1評 価者数 とその内訳(1)

1.dill.の 評価 の分 析   ＼diff.± ～ ←→～ 十
type¥

十 ←一・→ 十 ～  十 ～ 昏十←・一→ 十十 計

 まず ，「3.2.typeの 評 価 の 分 析 」ま で の範 囲 で

有 効 な 評価 者 の パ ー・ソナ リテ ィ ・デ ー タを示 す 。

そ れ が 表3-1で あ る 。そ れ 以 降 の 分 析 で は ，評 価

者 に 関 して も評 価 デ ー タに 関 して も異 な る基準 を
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Nは 縦の合計の頻度とその比率を示す。

正答率 ：(ズ レ0，25までの比率×1)+(ズ レ0、5の比率xO.5)
  ただし、a.15のズレは0，5の中に含まれている。
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用 い て い るの で， 別 に述 べ る こ とに す る。

 表3-1は 評 価 者 をdiff.とtypeの2要 因 で ク

ロス集 計 した もので あ る
。評 価 者 のdiff.の 平 均

は+よ りや や 高 め の と ころ に あ る よ うで あ る。 ま

た ，typeは ， E系 が 約 半 数 ， S系 が3割 ， Z系

が2割 強 とい う分 布 で あ る。

 diff・に 関 す る分 析 で は ， 槇 日1が， 精 研 式SCT

の解 説 書(佐 野 ・槇 田，1972)の 中 で ，1970 ，1971

年 のSCTセ ミナ ー受 講 者42名 の デ ー タ を分 析

した方 法 と同様 の手 法 を用 い る こ とに した 。受 講

者 全 員 の評 価 デ ー タ の集 計 結 果 を 表3-2に 載 せ る。

こ こに 示 され てい る数 値 は ， 評 価 デ ー タ と正 解 と

の ズ レを 集 計 した 頻度 と比 率 で あ る 。既 に述 べ た

よ うに ，評 価 は 一 一 か ら++ま で の5段 階評 価 で

行 わ れ て い る。 これ と著 者 らの判 定 との ズ レを点

数 化 した 。1段 階 の ズ レを1.0と し，例 え ば ，+

の正 解 に 対 して， ± の 評 価 を した 場 合 の ズ レを

一1 .0， ～+の 評 価 を した 場 合 の ズ レを 一〇.25，

十～ 十 十 を 十〇.5，十 十 を 十1.0と した 。

 これ を 認 定 ケ ース1か らVま で5つ に分 け て

集 計 し， また ，総 計 を 計 算 し， ズ レの分 布 を 出 し

た 。従 っ て， 評 価 回数 の 合 計 を 示 す 実 数 合 計 は

126人 ×100ヶ 一 ス=12600に 近 い値 とな っ て い

る(全 員が100ケ ー ス を評 価 したわ け で はな い の

で ，実 際 に は12176と ，や や 小 さ な値 とな っ てい

る)。

 また ， 正 答 率 を 表 す ス コ ア と して 「正 答 率 」 を

表3-3条 件別dill.正 答率(%)

■  『 顱 一 一 一 .  =皿 }一 一一i一      一
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P
e

宀一 『 『了一 一 一 _

算 出 した 。 これ は ， 正 解 との ズ レが0.25以 内 の

評 価 を正 解(×1)と し， ズ レが0.25を 越 え0.75

ま で の 評価 を ズ レ0.5の 評 価 と し， 半 分 正 解

(×0.5)と 決め て ， 各 比 率 に 重 み づ け して 計 算 し

た 値 で あ る。

 表3-2を 見 る と，「正 答 率 」が68.6と 比 較 的 高

い こ と， ケ ー ス1か らVま で ，回 を経 る ご とに

正 答 率 が 増 し， 訓 練 効 果 が 見 られ る こ と， 評 価 の

ス レが マ イ ナ ス方 向に 偏 り， 辛 め の評 価 が 多 い こ

とな どが 分 か る。

 「正 答 率 」 を ，3条 件 ，即 ち， 「刺 激 の 男 女 」「評

価 老 のdiff・ の高 ・中 ・低 」 「評 価 者 のtypeの

S・Z・E」 別 に 算 出 した ものが ，表3-3の デ ー タ で

あ る。条 件 差 は ほ と ん ど見 られ な い が ， 女 性 ケ ー

ス の方 が や や 「正 答 率 」 が 高 い よ うで あ る
。

2.typeの 評 価 の分 析

 typeに 関す る分 析 で も，槇 田が ，精 研 式SCT

の解 説 書(佐 野 ・槇 田，1972)の 中 で行 った 分 析

と同様 の手 法 を用 い る こ とに した 。

 まず ， 基 本 的 な 気 質 類 型 に つ い て ，S-Se-SE-

Es-E-Ez-EZ-Ze-Zと い う尺 度 を作 り， 「一」1

つ 分 の ズ レを0.25の ズ レ と して表 した(こ こで

は ，+/一 の 符 号 は つ け な か った)。SEの 正 解 に

対 して ，Eの 評 価 を した 場 合 の ズ レを0.5， Zeを

1・25，Sを0.5と い う具 合 い で あ る 。

 表3-4に ，受 講 者 全 員 の評 価 デ ー タ の集 計 結 果

を載 せ る 。 こ こで は ， 著 者 らの 診 断 結 果(刺 激)

と評 価(反 応)を クロ ス させ る こ とで ， ズ レを表

してい る 。そ して ， こ こで も，「正 答 率 」を表 す 数

値 で あ る 「0」 を 算 出 して い る 。これ は ，diff.同

様 ，0・25ま で の ズ レを 正 解(×1)，0.5の ズ レを半

分 正解(×0・5)と して 算 出 した 正 答数(N)を ，全

頻 度(Σ)で 割 った 値 で あ る 。表3-4で は ，太 い 実

線 で 囲 まれ た 部 分 が 正 解 ， 太 い 点 線 で 囲 まれ た 部

分 が 半 分 正 解 で あ る。

 全 頻 度 は12220， 全 正 答 数7354.5で ， 「正 答 率

(%)」 は60.18と な り， これ はdiff.よ り8ポ イ

ン ト低 い値 で あ る。

 ま た， 「正 答 率 」 を 刺 激 のtype別 に み る と， S

が68・66で 最 も高 く，次 がE(64.74)， 一.低 い の
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5.1、 ご1、e.i_、 ，一ll：1■4?・

各セルの上段は頻度、下段は比率(%)、 空欄は0を 示す。
Nは 正答数 ：(ズ レ0.a5までの頻度×1)+(ズ レ0.5の頻度×0，5)
Σは縦の合計の頻度、%は 正答率(N/Σ)を 示す。

表3-5厂 刺激 の性差」条件別 のtype反 応集束率 表3-6「 評価者のdill.」条件別のtype反 応集束率

＼刺激  S
反応 ・刺激性差＼

E Z
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  F

     ＼刺激
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%は 縦の 合計。 ただ し、SE、EZ、M、H、Nと いった中間 型 ・特 別な
typeを 除いて あるの で、表中 の%を すべ て加 え ても100%に はな らない。
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 %は 縦 の 合計。 ただ し、SE，EZ、M，H，Nと い った中 間型 ・特 別 なtypeを除いて あるの で
、表中 の%を すべ て加 え ても100%に はな らない。
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がZ(57.17)と な っ て い る。

 次 に，表3-4の デ ー タを 加 工 し，算 出 した 指 標

を2種 類 述 べ る こ とにす る。

 表3-5か ら3-7に 示 した もの は ， 反 応 集 束 率

で あ る 。 これ は 各typeの 刺 激 に 対 す る反 応 が ど

のtypeに 集 ま った のか を 示 す 指 標 で あ る 。例 え

ば ，S系 の刺 激(S・Se)に 対 す る反 応 の うちS系

の 反 応 と して 現 れ た 頻 度 は ，表3-4の 左 端 の2行

2列(刺 激 ：S・Se/反 応 ：S・Se)の 頻 度(1114
，353，

250，192)の 合 計1909と な る 。 これ をS系 の刺

激 の全 頻 度(Σ ：1956十1102=)3058で 割 る と，S

系 へ の反 応 集 束 率 は62.4%と い う値 が 出 て く る。

 こ の よ うな 計 算 を 繰 り返 し，dill.の 分 析 と同

じ3条 件(表3-3参 照)別 の デ ー タを 算 出 した 。

 表3-5に ，刺 激 の性 差 条 件 別 のtype反 応 集 束

率 を示 す 。 これ を見 る と，表3-4の 「正 答 率 」 と

同 様 ・集 束 率 がS>E>Zの 順 で あ る こ と， ま た ，

Eの 女 性 はEと 評 価 され に くい 傾 向 が 際 だ って

い る こ とが 分 か る。

 表3-6に ，評 価 者 のdiff.条 件 別 のtype反 応

集 束 率 を 示す 。S・Eの 刺 激 に 関 して はdiff.が 高

い方 が や や 集束 率が よい傾 向が あ るが
，Zの 刺 激

に 関 して は反 対 の傾 向が み られ る よ うだ 。

 表3-7に ，評 価 者 のtype条 件 別 の反 応 集 束 率

を 示 す 。評 価 者 のtypeは あ ま り集 束 率 に 関 連 し

て い な い よ うで あ る。

表3-7厂 評価者のtype」 条件別のtype反 応集束

  率

   ＼刺激   S
反応 ・評type＼

S
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全
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E

Z

全

S
E
Z

全

S

E

Z
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E          Z

 (%)   (%ぶ

合計   S頻 度      864

  E頻 度   1460
  Z頻 度    709
  全頻度    3033
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    表3-8 条件別type正 答率

奎_些Σ魅遨二[』 一S  一'一 E 一

  全 体  68.7  64.7

刺
激
の
性

差

一
評
価

者
の
d
i
f
f

}
評
価
者
の

t
y
P
e

M

F

十

 
 

十

～

～

↓

↓

+

↑

↑

↓

幵

～

↑

～

±

十

十

             Z

l        一 一』57.z--

 71.4    76.0    56.3

 65.7   56.5   58.4

 sa.s     sz.a     si.s

 68.0     64.7     56.8

 70.9    68.6   49.9

劃
67.3     66 . 5     53. 9

68.8   63 .4   59 .1

71.2     65 .7     57 .5

正答率は、 (N/Σ)x100。

 次 に ， も う1つ の指 標 で あ る3条 件 別 の 「正 答

率 」 の デ ー タ を表3-8に 示 す 。 これ は ， 表3-4

の 「正 答 率(%)」 と同様 の算 出 の仕 方(N/Σ)を 用

い た も の と もい え る し， また ， 反 応 集束 率 の 数値

に ， 半 分 正 解 の ， 重 み づ け され た数 値 を 加 え た も

の とい って も よい もの で あ る。

 刺激 ごとの 「正答率」はやは りS>E>Zの 順
に な って い る。

 刺激：の性差条件では，男性刺激の方が 「正答率」
が 高 ま る よ うで あ るが ， そ の傾 向 は 特 にEで 著 し

く，Sで もみ られ る。 や は り， Eの 女性 はEと 評

価 され に くい傾 向 が あ る よ うだ。

 評 価 者 のdiff・ 条 件 で は， 反 応 集 束 率 と 同様 ，

S・Eの 刺 激 に関 して は，評 価 者 のdiff .が 高 い 方

が やや 「正 答 率 」が よい傾 向が あ るが
，Zの 刺 激

に 関 しては 反 対 の傾 向 が み られ る よ うだ。

 評 価 者 のtype条 件 で は ， や は り， 評 価 者 の

typeは あ ま り 「正 答 率 」 に関 連 して いな い よ う

で あ っ た。

3.採 否評価の分析

 こ こで は，126名 の受 講者 の うち， 採 否 情 報 の

あ る66名 の評 価 者 のみ を対 象 と して， 分 析 を行

った 。表3-9に そ のtype別 内 訳 を 示 す 。これ ら

の評 価 者 は 全 員 男 性 で あ る。

 ど のtypeの 評 価 者 が ， どのtypeの 男 女 の刺
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 表3-9採 否 評価 の あ る 評価 者 数

評価者のtype   S   E   Z    計

 人 数  21 30 15 66

表3-10type別 採 用 比 率(%)

 ＼刺激     S
評価者＼    M   F

 E          Z
M    F      M    F

S

E

15.0

10.3

18.4

10.0

51.5

J1.1

48.9

49.0

24.8

28.2

21.5

31.2

Z15.9 50.4 23.8
     11.4      52.0      27. 1

激を採用す る傾向があるかをみ るために，表3-10

を作成 した。この表 のデータは，「採用」とい う判

断を下 した反応頻度の割合(%)を 示 した もので

ある。これを見ると，Eが 最も採用されやす く，

Sが 最 も採用 されにくい傾向のあること，その中

ではSとZの 評価者がSの 刺激を，Eの 評価者

がZの 刺激を採用する傾向の高いことが分かる。

4.新 正 答 ス コアによ るdill.，

   G，H：， N， typeの 評 価 の分析

 既 に 述 べ た よ うに ， 「正 答 率 」 に 関 して，diff.

で は68.6，typeで は60.18と い う値 が 算 出 され

た 。diff.の 方 が8ポ イ ン ト以 上 高 い値 で あ る 。し

か し， そ の算 出 の 仕 方 に は 若 干 の 違 い が あ る。

diff.で は ，0.25以 内 の ズ レを 正 解(×1)，0.25を

越 え0.75ま で の ズ レを 半 分 正 解(×0.5)と して

い た の に 対 し，typeで は ，0.25以 内 の ズ レを 正

解(×1)と す る点 は 同 じだ が ，0.5の ズ レのみ を

半 分 正 解(×0.5)と し，0.75の ズ レは カ ウ ン トし

てい な い 。

 そ こで ， 算 出 の仕 方 を 統 一 した 新 しい 「正 答 ス

コア」をdiff.， G， H， Nの 評 価 に 関 して 出 し， ま

た ，typeに つ い て もそ れ に準 じ る 「正 答 ス コア」

を 出 し直 す こ とに よ って ， 比 較 ・検 討 を 行 うこ と

に した 。

 まず ，評 価 者 と評 価 デ ー タ のtypeを さ らに詳

細 に カ テ ゴ ライ ズす るた め に ，H， N， Mな ど「そ

の 他 」 に分 類 され るtypeを 明 確 に し， ま た ，気

質 類 型 の尺 度 に つ い て ，元 の 「SE」 をSEとES

に ， 元 の 「EZ」 をEZとZEに 分 け る こ とに よ

っ て ，S-Se-SE-ES-Es-E-Ez-EZ-ZE-Ze-Zと 改

め るな どの 改訂 を行 っ た。

 そ の結 果 ，評 価 者 の 内訳 も変化 す る こ と とな っ

た 。表3-1の 内訳 と比 較 して若 干 の違 いが あ る程

度 で は あ るが ， 表3-11の デ ー タが それ で あ る。

 次 に，dill.， G， H， Nの 評 価 につ い て，評 価 の

ズ レの分 布 を 出 し，正 答 ス コア を算 出 した 。 ズ レ

の分 布 と正 答 ス コア の デ ー タ を表3-12に 示 す 。

こ こで は， これ まで の仕 方 とは 異 な り，0.75の ズ

レは 「ズ レ1.0」 の 中 に カ テ ゴ ライ ズす る よ うに

表3-11評 価者数とその内訳(2)

type¥

 S         g

 E         21

 Z         7

 他        3

＼diff.土 ～←・一ゆ～ 十 十←・一ゆ十～ 十～ 督・一・→替

is     s

31     7

11     8

2      1

十言

5

9

6

6

3

5

2

十囎寳ロ 39 62 25 izs

表3-12 dill・(d)， G， H， ：Nの 評 価 の 集 計 表

(ズ レの分 布 と正 答 ス コ ア)

ス・レ=■ ・2.0 -1.5 -1.0 -0.5

d瓢= 1.2 4.2 iz.9 14.1

G覧 ： 1.O i.3 7，2 1.7

H%： 5.3 1.6 36.1 4.6

N%： 2.5 0.5 15.3 5.5

鱒0 .25 o.a 0.25 0.5 t.o 1.5 a.o
 

17.2 19.4 L3.5 9.3  7.1
一  }  竺  一」

20.5

io o.a

i.a 55.1 5.5 3.1

」   1『Wr一}■

1.5

=一_

1.2

一 炉

尸

 1.5
一{

一

36.0

腮 「

4.1 3.1 14.7 1.Z 1.5

1.0 58.2 4.1 a.a 8.8 o.s 0.4

Σ  N  スコア

12187 6595.5 54.1

12111 1644.5 63.1

12128 5349.3 44.1

12088 8032.0 66.4

Σ は横 の合計 の頻 度。

Nは 正答 数 ：(ズ レ0.0の 頻 度)+(ズ レo .a5の 頻 度 ×0，75)+(ズ レ0.5の 頻度 ×0，5)

  ただ し、0.75の ズ レはi.0の 中 に含 まれ て いる。ス
コア(正 答 スコア)：(N/Σ)x100
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表3-13条 件 別dill.， G， H， N， typeの 正 答 ス コ ア

G

3

 

.
6

一

1
疊

主

-

f

 

i

.
4

、

「

件

.

条

体全

H N type

刺
激
の
性

差

 
評
価
者

の
d
i

f
f

 
評
価
者
の

t
y
P
e

M    I 52.1

F    I 56.1

t～ ←H～+  53.7

+← → 十～   54。4

+～++← →+}  54，1

S    I 55.6

E    I 53.6

Z    I 53.8

44. 1  66.4

59. T  46.9   65.7

66.5 41.3 67.2

62.4

63.4

63.7

65.5

62.1

61.7

43.5  67.3

44.5  65.9

44.1  66.3

42.0  66.9

45.3  66.8

44.7  65. 1

55.7

53.G

51.8

55.8

55.4

56.4

55.1

55.8

57.0

した 。ま た，正 解(×1)は ズ レ0.0の み と し，0.25

の ズ レは75%の 正解(×0.75)，0.5の ズ レは半 分

正 解(×0.5)，0.75の ズ レは カ ウ ン トしな い とい

う方 法 で ， 正 答 数(N)を 計 算 し， これ を全 頻 度

(Σ)で 割 って ， 正 答 ス コア を 算 出 した 。つ ま り，

す べ て の 点 で ， これ ま で の方 法 よ り厳 しい計 算 方

法 を と った わ け で あ る。

 typeの 評 価 に つ い て は， 既 に 述 べ た よ うに，

気 質 類 型 の 尺 度 をS-Se-SE-ES-Es-E-Ez-EZ-

ZE-Ze-Zと 改 め ，「一」1つ 分 の ズ レを0.2と し

て ズ レの分 布 を 出 した 。そ して， ズ レ0.0を 正 解

(×1)， ズ レ0.2を80%正 解(×0.8)，0.6を60%

正 解(×0.6)，0.4を40%正 解(×0.4)と して，

正 答 ス コア を計 算 した 。気 質 類 型 は ， 本 来 画 然 と

分 け られ る性 質 の もの で は な い が ，成 績 の比 較 上 ，

あ え て細 か な 計 算 方 法 を と る こ とに した。

 表3-12を み る と，Gは 高 い 方 へ ， diff.， H， N

は 低 い 方 へ 偏 る傾 向 のあ る こ とが 分 か る。

 全 体 集 計 に 加 え て3条 件 別 で も正 答 ス コア を 計

算 し，表 に した もの が表3-13で あ る。辛 目に集

計す る方 針 を と った の で ，diff.で もtypeで も，

正 答 ス コア は低 い値 とな ったが ， 特 にdill.の 落

差 が大 き く， どち ら も同 じ よ うな数 値 に な った 。

 typeに 関 して は， 表3-4の デ ー タを そ の ま ま

用 い て，正 解(×1)は ズ レ0.0の み と し，0.25の

ズ レは75%の 正 解(×0.75)，0.5の ズ レは 半 分 正

解(×0.5)，0.75の ズ レは カ ウ ン トしな い とい う，

diff.等 と 同 じ方 法 で も計 算 した が ， こ こ で も正

答 ス コア は54.59と な り， ほ とん ど差 の な い数 値

とな った。

 正答 ス コア で比 較 す る と，diff.とtypeの 評 価

の難 易度 に は ほ とん ど差 が な い よ うで あ る。

 ま た ，Hの 評 価 は や や 難 易 度 が 高 く， GとN

の評 価 は それ らに比 してや さ しい傾 向が あ る よ う

で あ る。

 刺 激 の性 差 条 件 で は ，dill.とGは 女 性 刺 激 の

方 が 正 答 ス コ アが や や 高 ま る 傾 向 の あ る こ と，

type， Hは 男 性 刺 激 の 方 が 正 答 ス コ ァが 高 ま る

傾 向 の あ る こ とが 示 され た 。

 評 価 者 のdiff.条 件 で は， Gの 評 価 に 関 して ，

diff.が 高 ま るほ ど正 答 ス コア が わ ず か に 上 昇 す

る傾 向 が 示 され た ほ か は ， あ ま り一 貫 した傾 向 は

み られ なか っ た。

 評 価 者 のtype条 件 の 正 当 ス コア を見 る と， S

の評 価 者 はdiff.とGに お い て や や 高 く， Hに

お い て やや 低 い傾 向 が示 され た ほ か は， あ ま り差

の ない デ ー タ とな った 。

表3-14評 価 者のtype条 件別typeの 正答スコア

 ＼刺激
評価者＼

S E Z

S

E

Z

62.4

63.7

64.4

59.3

58.1

GO.0

48.8

52.5

53.2

全 63.1  58.7  51.7
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 また ，刺 激 のtype別 に3条 件 の差 を 見 るた め

の デ ー タ も算 出 してみ たが ，傾 向 は表3-8と 同 様

で あ った 。一 例 と して，評 価 者 のtype別 の正 答

ス コア の デ ー タ を表3-14に 示 す 。 こ こで は ， 全

体 的 に は ，Zの 評 価 者 の正 答 ス コアが や や 高 い こ

と， 刺 激 の 難 易 度 で はS>E>Zの 順 に な る こ と

な どが示 され た 。 また， わ ず か な差 で は あ るが ，

Sの 評 価 者 はSの 評 価 が ，Eの 評 価 者 はEの 評

価 が最 も難 しい が ，Zの 評 価 者 に は それ が な い こ

と も，表3-14，3-8，3-7に 共 通 す る傾 向で あ っ

た 。
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一受 講 者 の デ ー タが 用 い られ てい るが)
。

1.全 体的な評価傾向

2.dill.の 評 価

 評 価 の難 易 度 に つ い ては ， 算 出方 法 を厳 密 に し

た 新 正 答 ス コア で い えば ，diff.とtypeは ほ ぼ 同

じ55%程 度 の数 値 を示 した 。 また ，G， Hの 評

価 は45%と 難 し く，Nの 評 価 は66%程 度 で ，

それ らに 比 して容 易 で あ る こ と も分 か った 。

 3条 件 に つ い て は， 刺 激 の性 差 は 比 較 的 大 きな

要 因 とな る よ う で あ っ た が ， 評 価 者 のdiff.や

typeは あ ま り大 きな 働 き を してい な い よ うに 感

じ られ た。

 しか し， 刺 激 の性 差 要 因に つ い て は， 評 価 者 が

男性 のみ で あ る点 に留 意 す る必 要 が あ る。

 ま た， 評 価 者 のdiff.に 関 しては ， 受 講 者 の多

くが 企 業 の 中堅 管 理 者 で あ り， ぼ らつ き の幅 は 狭

く， 特 にdiff.が 低 い 場 合 の傾 向を 明 らか に して

いな い こ とに 留 意 す る必 要 が あ る。

 ま た， 当実 験 の デ ー タは 半 年 以 上 訓 練 を 重 ね た

受 講 者 の もの で あ り， そ の訓 練 効 果 を 考 え る と，

未 訓 練 の大 学 生 を評 価 者 と した 曾 野(1971)や 槇

田 ・櫃 田(1971)の デ ー タ と直 線 的 に 比 較 す る こ

とは難 しい(槇 田 ・櫃 田 の研 究 に は ， 一 部 セ ミナ

 diff.に 関 して は ， 偏 りが マ イ ナ ス方 向 に 現 れ

る， 辛 い 評 価 の 多 い こ とが 明 らか とな った 。

 また ， セ ミナ ーを 通 じてか な りの 訓 練 を 重 ね て

い るに もか か わ らず ， 認 定 ヶ 一 スに 至 って も訓 練

効 果 の現 れ る こ とが 明 らか とな った 。SCTは 習

熟 の ため に 努 力 ・訓 練 が 必 要 な こ とを 示 す デ ー タ

といxる が ， 逆 に い えぽ ， 努 力 す れ ば す るほ ど上

達 可 能 な技 法 とい うこ ともで き る。

 3条 件 別 では ，女性 の ケー ス の方 が 成 績 が よい 。

これ はtypeそ の他 の評 価 と異 な る傾 向 で あ る。

3.typeの 評 価

 正 答 ス コアを 刺 激 の タイ プ 別 にみ る と，S>E

>Zの 順 とな り，対 人 認 知 の際 に 現 れ る刺 激type

別 の難 易 度 が こ こで も示 され る結 果 とな った(伊

藤 ・槇 田，1990な ど)

 3条 件 別 の デ ー タで は ， 男 性 ケ ー スの 方 が 評 価

の成 績 が よい 傾 向が 示 され た 。そ の 傾 向 は 特 にE
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の ケ ー スで 著 し く， 女性 のEの ケ ー ス はSあ る

い はZと い う評 価 を 受 け やす い傾 向 の あ る こ と

が 明 らか とな っ た。

 評 価 者 のdiff.条 件 につ い て は， あ ま り大 きな

差 が み られ なか った 。 強 い て い え ば ，S， Eの 刺

激 に関 してはdiff.が 高 い 方 が 成 績 が よい傾 向 を

示 した が ，Zの 刺 激 に 関 して は 逆 の結 果 に な って

しま った 。

 評 価 者 のtype条 件 に つ い て も， あ ま り大 き な

差 が み られ な か っ た 。た だ ，Sの 評 価 者 はSの 評

価 が ，Eの 評 価 者 はEの 評 価 が 難 しい が ， Zの

評 価 者 に は そ れ が な い 傾 向 が わ ず か な が ら示 され

た 。

4・G，H， Nの 評 価

 G，H， Nの 正 答 ス コアを 比 較 す る と， GとN

の評 価 は成 績 が よい 。 特 に 女 性 のGは 評価 が 容

易 な よ うで あ る 。また ，Gは 高 め に評 価 され る傾

向 が あ るが ，80%を こえ る刺 激 の正 解 が 「±」 で

あ り， マ イ ナ ス方 向 の 偏 りが ほ とん ど出 よ うが な

い こ とを考 慮 に いれ な けれ ば な らな い 。逆 にNは

偏 りが 低 め に 出 る傾 向が あ る よ うだ 。NはSと

混 同 され る傾 向が あ るが ， そ の 程度 はHの 混 乱

の程 度 と比 較 して 小 さい よ うで あ る
。

 一・方 ，Hの 評 価 は最 も成 績 が 悪 く， また ，低 め

に 評価 され る傾 向 が 強 い よ うで あ っ た 。Hは 男性

刺 激 の正 答 ス コア の方 が 高 い 。Hの 高 さは ， しば

しばdiff・ の 高 さやZと 混 同 され ，特 に 女 性 ケ_

ス のHの 評 価 は 男 性 評 価 者 に と って 難 しい場 合

が 多 い よ うだ 。

 こ う した 点 を 考 慮 し， また ，曾 野(1971)の デ

一 タ な ど も参 考 にす る と
，Hは 訓 練 が 最 も難 しい

評 価 項 目で あ り，Hの 評 価 が 正 し くで き る よ うに

な れ ば ，SCTに よ るパ ー ソナ リテ ィ把 握 の 習熟

度 は か な り高 い とい え るか も しれ な い 。

5.採 否 評価

 採 否 情 報 に関 して は，Sが 最 も採 用 され に くい

傾 向 の あ る こ とが 示 され た 。特 に ，Eの 評価 者 は

Sを 採 用 しな い傾 向 が 強 い 。 ま た ，Eの 評 価 者 は

Zを 採 用 す る傾 向 が強 い。

 しか し， これ を もっ て気 質 そ の もの の価 値 を 判

断 した デ ー タ と考 え る こ とは で きな い 。評 価 者 は，

SCTか ら読 み と った ， 暗 くエ ネル ギ ーの 無 い 被

認 知 者 像 に 反 応 して い るに 過 ぎな い 。Eは 自分 と

の 差 が 大 きい の で ，採 用 率 が 特 に落 ち る よ うだ
。

い ず れ に して も， そ う した 被 認 知 者 像 とSの ケ

ース との 関連 性 が た ま た ま高 か
った とい う判 断 が

妥 当 で あ ろ う。

6.評 価者 のtype別 分布

 最 後 に 副 次 的 な デ ー タで は あ る が ， 日本 人 の

type別 分 布 に つ い て 言 及 し よ うと思 う。

 126名 の デ ー タ で あ り， しか も， 企 業 の人 事 担

当 中堅 管 理 職 とい う偏 りは あ るが ，表3-1と3-11

は ，type別 の比 率 を示 して い る。Eが 最 も多 く

5割 弱 ，次 い でSが3割 ，一一番 少 な い のがZで

2割 強 とい う割 合 で あ る。 これ は， 我hが 経 験 的

に考 え て い る比 率 ，E：S：Z=3：2：1と ほ ぼ 一 致 す

るデ ー タ とい え る。
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